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す。したがって、金額はこれからいろいろ検討

したいと。これはもう３月までもちろん明らか

にしなきゃいけないと思います。 

○蒲生光男議長 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 最後に市長にお伺いし

ますが、最上川河川緑地公園については考え方

わかりました。これ確認をさせていただきたい

のですが、花公園については今後討論の場があ

るということで理解をしていいのか、その点だ

けお聞かせいただきたい。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 花公園については、やはりなかなか理解はい

ただけないだろうということから、実は来年度

の予算の中で、これは市の単独でございますが、

やっぱり調査費用、一応今のところどうなるか

わかりませんが予定しておりまして、そこで基

本計画とか全体的なものをある程度明らかにし、

なおかつ中心市街地活性化のための何らかその

対案的なものも少し検討して、それを議会の皆

様と議論しながら決定したい。で、だめなとき

はもうやめると。あるいは別な方法がその中で

見出したり、あるいは議会の皆様、市民の皆様

からさまざまなご提言をいただいて、いいもの

があればそれをより具体化して事業としてでき

ないか検討したいと思っているところでござい

ます。 

○蒲生光男議長 13番、髙橋孝夫議員。 

○１３番 髙橋孝夫議員 以上で質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

 

 

 江口忠博議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位４番、議席番号３番、

江口忠博議員。 

  （３番江口忠博議員登壇） 

○３番 江口忠博議員 お疲れさまでございます。

それでは、私から通告しております三つの項目

について、順次質問をさせていただきます。 

 まず、市長のほうにお伺いいたします。 

 ９月の28日、豊田地区での開催を皮切りに始

められましたまちづくり意見交換会についてで

ありますが、まず、６地区を終えられての感想

などを伺いたいと思っております。今回の意見

交換会は、聞くところによりますと、これまで

の市長さんもなかなか実施できずにおりました

リレー的な座談会だったというふうにも仄聞し

ておりますが、私は現在の市政のあり方、そし

てこれからの市政運営のあり方などを住民の皆

さんと語るという、こういったことの試みとい

うのはとても大切なことだと思っております。 

 私ごとでありますが、今回の６地区にプラス

しまして、中に５商店街との座談会もあったわ

けでありますが、全ての意見交換会を傍聴させ

ていただきました。これ市長の追っかけをして

いたわけではなくて、市民の、住民の方々の考

え方、思いなどをぜひお聞きしたいということ

からでありましたが、本当に住民の方々の長井

市の将来に対する不安もそうでしょうし、あと

建設的な意見などもたくさんお聞きできて、私

にとってとても意義あるいい時間だったなと思

っております。ただ、女性の方とか若い方々が

少なかったというのは残念でありました。 

 市長はこのたびの意見交換会の成果をどのよ

うに捉えられておられるか、まずお聞きしたい

と思うのでありますが、この意見交換会では、

住民の方々から寄せられました意見、このまま

聞きおくということでは、せっかく意見を述べ

ていただいた方々にはまず失礼にもなりますし、

市政の失望につながってもいけません。寄せら

れた意見をこれからどのように市政運営に反映

させるのか、また、なかなか具現化できない課

題に対する丁寧な説明をどのような手だてで市

民の方々にお伝えされるのか、まず市長のお考
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えをお聞きしたいと思います。 

 そして、先ほど申し上げましたけれども、意

見交換会に参加できなかった若い世代の方々、

これからそういった方々とどのような疎通関係

を考えておられるか、伺いたいと思います。 

 現代のインターネット社会では、まず好き嫌

い、なれているなれていないは別としまして、

もはや否定できない時代になったわけです。こ

のツールを利用した、例えばフェイスブックな

どを通して若者世代と市政の情報の受発信など

を行うということも、私はこれからはぜひ考え

ていっていいことだと思いますが、市のホーム

ページを更新を準備されています企画調整課長

にも今後のインターネットを活用した市民との

情報の意見のやりとり、この必要性と、実現の

可能性について見解を伺いたいと思います。 

 企画調整課長にお尋ねをいたしますが、現在、

市のホームページに新しいサイトが掲載をされ

ております。移住交流ポータルサイトというこ

のホームページでありますが、専ら市外からの

移住の促進の効果をねらったものであることは

承知をしております。現在までのアクセス数は

どれぐらいあって、またその反響はどのような

ものがあるのかをぜひお聞かせをいただきたい

と思います。 

 また、このサイトを検索しますと、住まいや

仕事であるとか環境であるとかそういったこと

はもちろん紹介されているのでありますが、な

かなか本当の長井市の魅力の紹介には至ってい

ないような印象を受けております。さきの12月

の１日に行われました移住、定住される方が語

る、された方もいらっしゃいましたけども、

「長井へごんざい」という催しがございました。

これに参加をされた方の話を聞きますと、大変

よかったという好評に終わったという印象がご

ざいます。この実際に移住をされて住まわれて

る方々がどのような行政の情報の提供を求めて

おられたかということを十分考慮した上で、そ

して優しい丁寧な情報提供をこのポータルサイ

トで発信していけば、よりポータルサイトの効

果が生まれるものだと思います。 

 今、開かれています移住、交流のこのポータ

ルサイト、これからどのような課題があり、ま

たどのようにこの更新を取り組んでいくか、企

画調整課長のお考え方をお伺いいたします。 

 なお、先ほどの質問項目でも伺いましたフェ

イスブックの活用でありますが、私は以前から

市長にもご進言申し上げてきたことでもありま

すが、市長にも改めてお伝えを申し上げたいと

思いますが、今回のこの「長井へごんざい」の

企画、催しについて、実はフェイスブックの中

でとてもたくさんの情報のやりとりがされてお

ります。参加した感想も含めてですけども、今

後の移住への課題でありますとか、そういった

ことも市民の方々からはやりとりをされている

のであります。そういったこともぜひお知りお

きいただきたいなと思っております。 

 最後の質問となりますが、教育委員会と子育

て支援課の連携についてお伺いいたします。 

 まず、児童センターの給食提供事業について

伺います。この幼児の食事というのは、家庭教

育の上からもその重要性は認識されているとこ

ろではありますが、給食提供という事業は、確

かに親としては家事時間の軽減にもつながり、

歓迎される方もおられるとは承知をしておりま

す。しかし、家庭の中で子供がどのような存在

であるかという家庭教育の側面から考えれば、

やみくもに給食賛成とは言えないのが私の考え

方であります。 

 保護者への以前のアンケートでは、弁当持参

でもよいという結果もあったわけでありますか

ら、選択制という判断もあってよかったのでは

と思っておりますが、このたびの給食提供支援

事業の説明を子育て支援課長に求めたいと思い

ます。 

 質問項目の最後、（２）と（３）を一緒に伺
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いますが、これ子育てという言葉、この言葉の

主体は親に当たります。ということは、子育て

支援課の業務の中身は子育てをしている親への

支援ということになりますが、そもそも家庭教

育の重要性が指摘されて久しい中で、親世代に

対する教育も重要視されていることを考えれば、

教育委員会との連携が急務だと思います。教育

委員会としては、子育て、家庭教育に関してど

のような施策をお持ちか、お聞かせをください。 

 また、子育て支援の意味することの先には、

先ほど申し上げましたとおり、受益を受ける対

象は親ということになると思えるわけですが、

このことだけを考えれば、労働政策の中でも賄

える分野だという思いもいたします。この際、

「子育て支援」から「子育ち支援」と変更し、

あくまで子供を主体者として支援をする課とい

う意味合いを強くしてはいかがかと思いますが、

子育て支援課長からお考えをお聞かせいただき

たいと思います。答弁者の指名には載せており

ませんが、市長もこれについてお考えがあれば

ぜひお聞かせください。 

 また、教育委員会が対応を迫られております

業務の中には、小学校、中学校という枠を超え

て乳幼児、学童、生徒、そして家庭教育を一体

的に管轄することの必要性が増していると思い

ますが、教育委員長のご所見もあわせてお聞か

せください。この子育て、子育ちに関しまして

は、以前に県教育委員会の家庭教育アドバイザ

ーをしていた時代に県レベルで協議いたしまし

て、「子育て」から「子育ち」と名称を変更さ

せた事業があったということをつけ加えさせて

いただいて、以上で壇上からの質問を終わりま

す。ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 江口議員のご質問にお答えいた

します。 

 私のほうは、主にまちづくり意見交換会の実

施、成果についてということでご質問いただき

ました。江口議員からは、６地区はもとより、

その後のさまざまな団体との意見交換会や、ま

た今週も４日のあら町と５日の館町のほうの座

談会などにもお越しいただいていろいろ傍聴し

ていただいたということで、大変敬意を表した

いというふうに思います。 

 まちづくり意見交換会については、おかげさ

まで９月の末から10月の中旬まで行った各地区

６カ所の開催では、約300名の市民の皆様にご

参加いただきました。さらに多くの市民の皆様

のご意見をいただくために、10月末から、中央

地区については大体300世帯を一つにやっぱり

まとめていただかざるを得なかったんですが、

それ以外のところはおおむね大字ごとに合計41

カ所で意見交換会を継続する予定でございまし

て、今月５日までで100プラス、180名の方々に

もご参加いただいたところです。 

 残念だったのは、やはり若い方、女性の方が

少なかったということなんですが、５商店街、

あるいは商工会議所青年部の皆様に加えて、実

は中央地区女性の会の皆様とも意見交換をさせ

ていただきましたので、それはやっぱり女性の

方からまたちょっと違った視点でご意見をいた

だいて、大変私自身も勉強になったところでご

ざいます。 

 この意見交換会、まだ緒についたところでは

ございますが、どういうふうにして今後の行政

運営、あるいはまちづくりに生かしていくかと

いうことでございますけれども、アンケート調

査をお願いしておりまして、当日いただいたり、

あるいは後日郵送で、ファクスでいただいたも

のなど回収率は非常に高くいただいたところで

ございます。 

 アンケート項目には、まず第１に長井市の現

状や今後の方向性について理解できましたかと

いう項目が最初なんですが、理解できた、まあ

まあ理解できた、理解できない、全く理解でき

ないの四つから選んでいただく設問でございま
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すが、これに対しては、大部分の方から、８割、

９割の方から理解できた、まあまあ理解できた

というようなお答えをいただいております。 

 また、自由に記入いただく欄も設けまして、

記載いただいた内容と会場でのご発言について、

統計的な集計を行っておりませんが、まず率直

に申し上げて、例えばかわと道の駅の採算性は

どうなんだと、維持管理費の支出はどういうふ

うになるんだというようなご心配、またこうい

った５年間というものの19億円もの公共事業を

やって、その借金を将来に残して大丈夫なのか

というようなご心配の声がございました。一方

で、長井市の活性化に向けて、ぜひ事業を推進

すべきだと、また厳しい経済状況の中で、スピ

ード感を持ってしなければだめではないかとい

うようなご意見もいただきました。 

 自分の感想として最も大きかったのは、やは

り今、産業振興と雇用をどういうふうにして市

として対応していくんだということだったと思

っております。 

 そんな声を反映したために、議員もごらんに

なっていただいたと思いますが、12月１日号の

「あやめＲｅｐｏ」で皆様の声がやはり雇用、

またその雇用を企業誘致でやるべきじゃないか

という、本当に切実な声がございましたので、

まずは今の産業の状況、あるいはどういうふう

な長井市として工業振興であったり、農業振興

であったり、あるいはさまざまな産業振興のた

めの施策を努力してるかということで、この

「あやめＲｅｐｏ」も出させていただいたとこ

ろでございます。12月以降は、この12月号の

「あやめＲｅｐｏ」なども一緒に説明をさせて

いただきながら意見交換をしてきたところでご

ざいます。 

 ここでまだ途中ですが、私としては、さまざ

まな身近な皆様の課題がございます。福祉のこ

とであったり、教育のことであったり、子育て

支援、介護ございますが、それも頑張ります。

同時に、こちらも中心市街地からまず今、街路

事業が始まっていますから、このチャンスを生

かしてこういった事業を行うことによって、製

造業、農業も含めた多様な産業の雇用を目指し

ていきたいということでお願いしておりまして、

その理解の輪は広がりつつあるというふうに感

じております。また、同時に、個別のその地区、

その地区の皆様の要望などもお聞かせいただき

まして、そういった生活環境の整備、これらに

ついてもいろんな国、県の補助事業等などを活

用して、一刻も早く計画的に整備をしていかな

きゃいけないと感じたところでございます。 

 なお、議員からいただいた周知の方法とか、

あるいは今後若い人たち、女性の皆さんとの意

見交換をどういうふうに実現するかということ

でございますが、やはり女性団体、あるいは若

い人たちの団体のほうに呼びかけて、地区とは

別にそういったところでの意見交換会をさせて

いただきたいと思ってます。ライオンズクラブ

とかロータリークラブとか何かはお招きいただ

いてそういうチャンスがあるんですが、やっぱ

りこちらから若い人たち、あるいは女性の団体

に声をかけて進めていきたいと思います。 

 また、いただいた意見を、どういう意見をい

ただいたか、あるいはそのときはアンケートと

か意見ではなかなか言えなかったけども、ちょ

っとこういったことが言いたいということにつ

いては、やはり江口議員おっしゃいましたよう

に、まずはホームページでいろいろ意見をいた

だく、メールで意見をいただくということと、

それからぜひ来年度からはフェイスブックとか

ツイッターなども駆使した若い人の情報ツール

そういったものを整備すべく、いろんなところ

で庁内検討してるところでございます。 

 やはり、移住交流ポータルサイトの中で、た

くさんフェイスブック上でそれらが話題になっ

てるというお話もいただきましたけども、例え

ばしあわせ応援大使をしていただいております
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地場産業振興センターの東京事務所の櫻井顧問

などは随分フェイスブックで発信していただい

てて、その反響もかなりあるということをお伺

いしてますし、「ぼくらの文楽」を主催された

船山さんなどの話を聞きますと、やはり全国か

らフェイスブックやツイッターであのぐらいの

方たちが長井市をわざわざ目指していらっしゃ

るということでありますんで、そういったとこ

ろは今後とも勉強してまいりたいと思います。 

 あと最後の３点目のご質問の中で、教育委員

会と子育て支援課の連携について、私のほうか

らも子育て支援から子育ち支援へと受益者を明

確にすべきじゃないかというご質問がございま

したので、簡単にお答えさせていただきますが、

これは私も江口議員と全く同感でございます。

やはり今の子育て支援というのはどうも保護者

側ばっかり見てると。これはこれで非常に重要

なんですが、子育ちということで子供の立場か

らの支援策も考えなきゃいけないだろうと思っ

ております。 

 私どもで行ってるのは、例えばブックスター

トですね。これはもう３カ月健診のとき、子供

のために読み聞かせをすると、それが非常に子

供の情操教育にいい効果が出るということを言

われてまして、それがいじめの減少にもつなが

るということを昔から私も聞いておりましたの

で、これなどもいち早く行いましたし、あるい

は子育て支援のプロジェクトチームをことしス

タートしたわけですが、そういった中で、教育

委員会と福祉、また健康課、市民課等と９課に

またがる10名の職員によってプロジェクトチー

ムをつくりまして、やっぱり縦割り行政による

課題がたくさん見えてまいりまして、それらに

ついてなかなかその溝を埋めるのは簡単ではな

いんですが、今後の課題として整理をしている

ところでございます。簡単にその課題を申し上

げれば、やっぱり障がい児に対する支援がなか

なかこれ一体のものとして難しいということや

ら、子育て世帯へ適切な情報提供を行うこと、

いわゆる保護者の皆さんにですね、その辺のと

ころの情報をどういうふうにしてわかりやすく

伝えるかということなどの課題なども見えてき

たところでございます。今後、名称なども含め、

あるいは組織などを含め、ぜひ来年度に向けて

いろいろ検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○蒲生光男議長 加藤弘二教育委員長。 

○加藤弘二教育委員長 江口忠博議員のご質問に

お答えいたします。 

 家庭における幼児教育に教育委員会がどのよ

うにかかわっていくか、教育委員会として子育

て、家庭教育に関してどのような施策を持って

いるかというご質問でありますが、江口議員が

言われるとおり、家庭教育の持つ重要性はます

ます大きくなっていると思います。特に、幼児

期は人間としての基礎を培う重要な時期であり

ますので、その教育は極めて大事であると認識

しております。 

 教育委員会サイドの施策としては、学校入学

前の幼児教育に対して家庭教育支援事業があり

ます。就学児検診などを利用し、県の家庭教育

アドバイザーなどをお呼びして家庭教育講座を

開催するものです。江口議員もかつて家庭教育

アドバイザーをなさっておられましたので、さ

まざまなご指導いただければというふうに思い

ます。そのほか、各地区公民館において子育て

のあり方にかかわる学習や親同士の交流を図る

お茶の間交信事業ややんちゃひろばがあります。

西根地区公民館では、お年寄りと子供の交流を

図る西根っ子広場を行っております。図書館で

は、毎月実施しているおはなし会や、先ほど市

長の答弁にありましたが、健康課と連携して３

カ月健診時に読み聞かせ会、ブックスタート事

業などを行っております。 

 また、県が直接主催する事業として、幼児共

育事業があります。この事業は、幼稚園などに
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おいて親子の体験事業などをモデル的に実践し

ていくものです。市内の各小中学校では、子供

自身が生活リズムを見直し、アウトメディアに

挑戦する取り組みを行っており、ＰＴＡとして

も支援する活動を取り入れ、学校と家庭をつな

ぐ運動として展開され始めております。豊田小

学校では、幼稚園、保育園、小学校の連携事業

に取り組んでおりますので、その成果を市内の

幼児施設、小学校にも発信し、幼児期の家庭教

育の充実を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、乳幼児、児童生徒、そして家庭教育を

一体的に管轄することも必要ではないかという

ことですが、乳幼児期から児童生徒まで乳幼児

施設、小中学校、そして家庭を含めた一体的な

子育ち環境の構築が必要であるとの認識は、江

口議員と同感であります。さきに施策として示

したように、幼児期の家庭教育に対しては、子

育て支援課、健康課と協力して事業を行ってい

くことが必要であると考えております。核家族

化への進行、家族の多様性、個人化の流れの中、

孤立する家庭も生まれ、家庭や地域の教育力の

低下が指摘されております。その向上を図るこ

とは喫緊の課題であると思っております。 

 今、教育委員会の立場から考えていかなけれ

ばならないことは、幼児期からの心の教育、発

達障がい児に対する養育指導体制であろうと思

います。心の教育については、特にしつけ教育、

コミュニケーション教育が極めて重要だと考え

ております。しつけ教育については、生活リズ

ム改善運動も含め、教育委員会、子育て支援課、

幼児施設で連携し、幼稚園、保育園、小学校、

中学校と一貫した取り組みを行っていきたいと

考えております。 

 発達障がい児教育については、早期発見と教

員、家庭のかかわり方についての検討事業を現

在、小中学校で進めておりますが、今後は乳幼

児施設まで含めて考えていく必要があると思っ

ております。幼稚園や保育園、小中学校の協力

を得て、子育ての社会的孤立を防ぐためにも、

子供とのかかわりの中で親や家族のあり方を日

常的に考えてもらえるような仕組みづくり、子

育てにかかわる者同士が支え合う環境整備が必

要であると考えます。そのために、各施設、行

政内部の連携は必要条件であり、今後は教育行

政の重要な柱として進めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上で私からの答弁を終わります。 

○蒲生光男議長 遠藤健司企画調整課長。 

○遠藤健司企画調整課長 江口議員のご質問にお

答え申し上げます。 

 インターネットを利用した市民、特に若い人

との情報の交換、意見のやりとりをどのように

進めたらいいかというようなことだと思います

が、市のホームページ、平成20年度に全面改定

をしました。さらに現在、市民の方にも職員に

ももっと見やすく使いやすいものにしようとい

うことで、年度内の更新の準備に入っておりま

す。情報の内容も充実するように各課から協力

を得て、情報化リーダーというのを配置してお

りますが、研修をしていただきながら、来年の

２月ごろには新しいホームページを情報発信し

たいというふうに思っております。 

 以前、議員の皆様にも配付申し上げましたが、

第５次総合計画策定の中で７月に実施しました

市民意識調査の集計ですが、単純集計ですが、

市民の皆さんが情報収集、伝達手段として一番

多く利用されてるのが新聞、雑誌81％、次がテ

レビで78.6％、そして広報ながいが65％、お茶

飲み話が43.9％となってます。インターネット

が全体の35％で、フェイスブックはその時点で

は3.1％というふうになってます。長井市内で

はその時点で普及率3.1％のフェイスブックで

すが、全国的な統計調査を見ますと、フェイス

ブック利用者が昨年の8.3％からことしは

24.5％と急増しております。日本のソーシャル

メディア、メーリングリストやらツイッターと
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か人口が5,060万人になってるというふうな報

告がなされてます。 

 情報や伝達、収集については、手軽に利用で

きる携帯の端末やタブレットＰＣなどの普及で、

インターネット、フェイスブックなどの若者世

代を中心の広がりっていうのは大変なスピード

で広がってるということがわかります。市民の

皆さんとの情報や意見のやりとりにつきまして

も、市民と行政の協働によるまちづくりを進め

る上では大変重要なことだというふうに考えて

ます。今後、情報伝達、あるいは収集する手段

としてこれまでの紙媒体に加えまして、インタ

ーネットやフェイスブックは一つの手段として

活用を検討しております。 

 ご案内のとおり、佐賀県の武雄市が先進市で

ございますが、公式のホームページをフェイス

ブックにして担当の係長を１名配置、そして全

員職員が対応というふうになっているようです。

また、金沢市などの例を見ますと、各課の担当

60名で一定のルールをつくりながら横断的に対

応するというような取り組みです。山形県のほ

うでは、ことし５月１日からフェイスブックの

情報発信をしていますが、返信はしないという

ことを宣言した上での取り組みになっているよ

うです。 

 やはり、ソーシャルネットワーク、個人的な

ネットワークになりますと、情報をどのように

仕分けするかというところの作業量が大変大き

くなってくるというような課題もあるように思

います。普及途上、さらに普及するであろうメ

ディアでもありますので、長井市としても先ほ

ど市長が答弁申し上げたとおり、取り組む必要

があるというふうに考えてますが、庁内でどう

いうふうに職員の機運を醸成して、またルール

をきちんと決めるか、決めていけるかというこ

とを研究しながら、今後進めていきたいという

ことを検討してます。以上でございます。 

 続きまして、もう１点の移住交流ポータルサ

イトのこれからについてにもご答弁を申し上げ

たいと思います。 

 長井市移住交流ポータルサイトの「田舎暮ら

し ごんざい」をつくっておりますが、財団法

人地域活性化センターの助成を受けて、今年度

取り組んでおります。ふるさと定住なが～い交

流促進事業の一環として10月１日に開設してお

ります。このポータルサイトでは、移住、交流

を求める方に対して必要な情報の集約を行って、

広く提供するという目的を持っておりますが、

現在までのアクセス数、ご質問の件ですが、10

月で1,565件、11月で1,177件、12月５日までで

143件、合計で2,885件、平均すると１日43.7件

というふうになっております。 

 開設については市のホームページでもご案内

したり、ながいファン倶楽部でのご案内、ある

いは関係機関へのお知らせなどによって広報を

行っているところです。が、実際、企画調整課

への直接の問い合わせはまだありません。ただ

先ほど市長がおっしゃったような発信した側が

承知しない、掌握できない部分でフェイスブッ

クや何やで非常に波紋が広がっていると、先ほ

どの議員のご質問のとおりでございます。 

 今後もやっぱり方法の一つとしてフェイスブ

ックによる情報発信、広報っていうのが必要で、

広めていくっていうことを検討しなければなら

ないというふうに考えております。 

 また、内容、コンテンツになりますが、生活

情報、住まいの情報、雇用情報、イベント、観

光情報を掲載してます。が、まだ内容がやっぱ

り薄いというような感じになってます。リニュ

ーアルする公式の市のホームページとリンクさ

せながら充実させたいというふうに考えていま

す。 

 具体的に独自の取り組みとしては、現在も市

内の不動産会社からはご協力いただいておりま

すが、住まいの情報をもうちょっとまとめて空

き家バンクというものを整備したいというふう
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に考えています。あるいは年齢各層に応じた一

時滞在、あるいは長期の滞在のモデルプランを

作成中でありますので、田舎暮らし体験メニュ

ーなどの紹介網として、長井市の魅力を発信で

きればいいというふうに考えております。 

 なお、今年度事業では、実際に移住された皆

さんの実態調査、お気持ちやら生活のやり方、

あるいはご意見、ご不満なども調査しておりま

すので、そちらの調査結果も踏まえながら、移

住定住の希望者に必要な情報を伝えられるよう

に、今後情報の更新を図っていきたいというふ

うに思ってます。以上でございます。 

○蒲生光男議長 種村正一子育て支援課長。 

○種村正一子育て支援課長 江口忠博議員のご質

問にお答えいたします。 

 初めに、児童センターの給食提供支援事業に

ついてご説明申し上げます。児童センターの給

食提供支援事業につきましては、児童センター

父母の会からの要望や保護者アンケートの結果

を踏まえ、ことし２月から保護者代表による検

討会を５回開催し、提供方法、実施回数などに

ついて検討し、事業を決定いたしました。 

 事業の内容につきましては、既に実施してい

る西根児童センターの弁当給食事業を参考にさ

せていただき、父母の会が実施主体となり、お

かずのみの副食弁当を週３回提供するものです。

園外活動や家族の手づくり弁当の要望もござい

ましたので、そちらについても配慮し、週２回

は家庭からの弁当持参ということで対応してお

ります。 

 弁当提供事業者の選定につきましては、幼児

用弁当の提供実績のある業者から衛生管理、献

立内容、アレルギー対応などを参考に、各児童

センターの父母の会で行っていただき、市から

は１食当たり100円の助成を父母の会に行うも

のといたしました。できるだけ多くの児童に同

じ給食をみんなで楽しく食べていただきたいと

いう思いはありますが、保護者の考えや児童の

体質などで弁当持参したい場合は給食を強要し

ないというようなことで考えておりまして、各

児童センターの父母の会と個別に相談して対応

していただくことにしております。 

 次に、３番目の子育て支援から子育ち支援へ

と受益者を明確にすべきではないかについてお

答えいたします。 

 子育て支援課では、就学前の乳幼児を対象と

した保育を中心に、放課後学童クラブ、要保護

児童やひとり親への相談支援、児童手当などの

事務、あるいは事業に取り組んでおります。 

 子育て支援と子育ち支援の関係につきまして

は、保育を例に説明をさせていただきたいと思

います。就学前の乳幼児が生涯にわたる人間形

成の基礎を培うため、そして健全な心身の発達

と豊かな人間性を育むため、保育園や児童セン

ターで保育を行っております。保育の主役はあ

くまでも子供であり、子育ち支援となりますが、

親の就労時間に合わせた保育時間の延長は親が

主体の子育て支援であり、安心して働ける反面、

親と子の向き合う時間やスキンシップの時間が

短くなり、親子関係や子供の成長に影響を及ぼ

すことが心配されます。 

 親の就労時間に合わせた保育サービスも今の

雇用状況から見ると必要不可欠ではございます

が、より子供のための子育ち支援を進めるため

には、保護者が安心して子育てできる労働環境

を整備することがより必要と考えております。

子育て支援と子育ち支援は子供の健やかな成長

に一体的に機能しなければならない大切な支援

であると考えております。 

 先ほど市長のほうからも説明ございましたが、

５月に子ども子育て支援推進プロジェクトを立

ち上げております。その中で、子供の人権や人

格を尊重し、子供の生育に主眼を置いた切れ目

ない支援や施策の大切さについて話し合ってお

ります。子育ち支援と子育て支援について、バ

ランスよい取り組みを行い、子供の生育環境の
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充実に努めていきたいと考えておりますので、

今後ともご指導のほどよろしくお願いします。 

 私のほうから以上です。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ご丁寧な答弁、それぞれ

ありがとうございました。 

 市長に一言、もう一回お聞きしたいんですけ

ど、市民との意見交換会の中で、多分この時期

だからたまたまと言っていいのかどうかわかり

ませんが、都市再生整備計画の話題がどうして

も多くなっております。しかし、ふだんからこ

ういったことは、この意見交換会というのは継

続してずっとやられるお考えというふうに理解

してよろしいですか。ふだんからというか、毎

日というわけじゃないですけども、年に何回か

決めて恒例化していくという考え方をお持ちか

どうかお聞かせください。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 毎年意見交換会というよりも懇談会を呼びか

けております。地区長さんのほうにお願いして

おりまして、あるいはさまざまな団体にお願い

して、大体年間で40ぐらいの地区とか団体とは

今までも行ってまいりました。また、私は今ち

ょうど、就任させていただいて６年目でござい

ますが、最初の２年間ぐらいは車座集会という

ことで、とにかく入らせてくださいと、今の長

井市の行財政改革のこととかそういったことを

お話ししながら、今後どうしていったらいいか

ということでの意見交換会をずっとやってきま

した。 

 今回は、この都市再生整備事業ということも

あるんですが、第５次総合計画を立てなきゃい

けないということで、私自身も市民の皆様との

意見交換会をより密にやりたいということで、

ことしは特に力を入れてるところですが、やは

り日程の関係上、どうしてもこれ以上は入れら

れないといいますか、あとほかのいろんな行事

がございますので、できれば大字単位じゃなく

て各集落ごと、町内ごとに行きますと、やっぱ

りひざを突き合わせていろんな意見を出してい

ただけるんで、そういったことを目標にして今

後も頑張って皆様からの意見をいただきたいと

思っております。以上です。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございます。

激務の中、本当にこういった座談会というのは

大変なことなんだろうなと思っておりますが、

市長よく言われる、これから協働のまちづくり

の中では、市民の方々にも本当に力を発揮して

いただかなければいけないんだということをよ

くおっしゃっております。そうしますと、こう

いった意見交換会、座談会の中で、私は一番成

果として求めていきたいのは、住民の方々のま

ちづくりに対する当事者意識だと思うんです。

自分たちは自分たちの範囲内、あるいは得意分

野もありましょうけれども、そこで何をすべき

か、何ができるんだということの気づきを気づ

いてもらうということがとっても大事で、今ま

ではどちらかというと行政にお願いするような

座談会だったりが多かったと思うんですけど、

もちろん行政の仕事は仕事で責任の中ではちゃ

んと市民サービス、住民サービスはしなければ

いけませんけども、全てが全てそれで完全に補

完されるわけではなくて、私たちの暮らしとい

うのは私たちがなすべきことも十分ある、しな

ければいけない役割もあるのだというところも

それぞれ認識した上で、そして協働していくと

いうことが大事じゃないかなと思っていますん

で、ぜひさまざまな機会を捉えながらこれから

も開催していっていただきたいと思いますが、

長井市ではよくパブリックコメントというのを

ホームページ上でも募集されていますが、反応

は、反響というか、答えは返ってきております

か、市長。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 
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○内谷重治市長 各種政策に対するパブリックコ

メントっていうのは、ホームページ上はほとん

どない状況でございます。むしろ市民の声とい

うことで市民相談センター、入り口のところに

置かせていただいてるところに定期的にやっぱ

りあけさせていただいてるんですが、そちらの

ほうは毎月何件か意見をいただいております。

それはどちらかというと、本当に切実な身近な

市民お一人お一人の声だというふうに思ってお

りまして、市政全体に対するご意見というより

はご要望が多い、そういった内容でございます。

以上です。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 ありがとうございます。

先ほど来申し上げておりますフェイスブックで

あるとかツイッターであるとか、こういったも

のはもうタイムリーなんですね。もうたまたま

そのときにページを開いてる方がいらっしゃる

と、私が打ち込むとすぐ数秒後には返ってくる

というぐらい非常に、本当に情報というのは新

鮮でなければいけないということをおっしゃる

方がいらっしゃいますが、本当に全く新しい情

報をぱぱぱぱぱんと入れてくれるのが今のソー

シャルネットワーク、個人的な媒体、ツールな

んでしょうけども、フェイスブックなどという

ものがあります。 

 そんな中でも公式なパブリックコメントに対

しての返事ということまでは精度は上がらない

かもしれませんが、特に若い方を中心としてい

ろんな行政への期待も含めて、あるいは苦言も

含めて寄せてくれるツールがございますので、

ぜひなるべく早く、個人的にも市長もされたほ

うがいいというふうなことは申し上げておりま

すが、そのご決断はされましたか。個人的なフ

ェイスブック、あるいはツイッターということ

も含めて一言。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 ２年前にスマートフォンにかえて後悔したぐ

らいですので、なかなかやっぱり自分でフェイ

スブックをできるというふうなところまでは、

スマートフォンにして一番最初困ったのは、メ

ールを返すのに非常に手間取りまして、これで

フェイスブックをやるっていうのはなかなか大

変だろうなというふうに思っておりますが、チ

ャレンジはしなきゃいけないなというふうに思

ってるところです。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 何事も新しいことは大変

なんでしょうけど、私も息子から簡単だからや

ったほうがいいよって言われて、やり始めて、

今、なれてはいないですけど、専門的な用語も

よくわかりませんが、何とか見よう見まねでお

もしろおかしくやっておりますが、ぜひ市長に

も強くお勧め、こないだ５商店街の座談会で若

い方々からかなり強く市長にも希望出されてお

りましたんで、ご検討ください。 

 それで子育て支援課長のほうにちょっとお聞

きしますが、これ教育委員会のほうにもダブる

かもしれませんが、給食の提供事業であります

が、資料の中には、資料済みません、これは協

議会資料ですね、厚生常任委員会の協議会資料

の中には、いずれ学校給食の共同調理場が更新

されたときに新しくつくったときに、改築時に、

このときに、児童センターの給食も調理できる

ようにというふうなことも希望としてでしょう

か、検討するというふうにありますが、午前中

の赤間議員の質問の中には、学校給食の補助と

いうことも熱く熱く市長のほうには熱望されて

おったわけですけど、この児童センターの場合

に給食共同調理場から出された給食サービスに

ついては、そのときも補助ということのお考え

は、現段階で結構ですけどもお持ちですか。 

○蒲生光男議長 種村正一子育て支援課長。 

○種村正一子育て支援課長 学校給食調理場で給

食を提供する場合は、市が主体的に提供という



 

―５６― 

ふうになると思います。それで、児童センター

の使用料に含めてご負担をいただくっていうこ

とで、その際は保育所の負担内容に基づくよう

な内容で給食費を算定したいというふうに考え

ております。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 私がお聞きしたいのは、

今回100円の補助ですよね。ですから、例えば

100円相当ぐらいの割引というか下げるという

お考えがあるかどうかということです。 

○蒲生光男議長 種村正一子育て支援課長。 

○種村正一子育て支援課長 今回の100円とさせ

ていただいた根拠につきましては、学校給食共

同調理場の保護者負担について、食材費等につ

いては保護者負担、あと調理費等については基

本的に市が負担されているというような状況を

加味して、西根児童センターの現在の給食の負

担内容がおおむね食材費が150円程度、業者の

経費が100円程度っていうふうなことで……。 

 食材費負担相当について、原則保護者から負

担していただくっていうようなことで基本的に

考えております。将来的に学校給食調理場で共

同で行うようになった場合でも同様の対応にな

るかなと思います。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 わかりました。現在の学

校給食については、保護者が負担している児童

生徒の部分も食材の部分は大体保護者負担なの

だと。ですから、調理等の諸経費については現

在でも市が負担してるんだよということですよ

ね。その関係でいくと、児童センターの場合も

それでいけるだろうということとして理解して

よろしいですね、一言。 

○蒲生光男議長 種村正一子育て支援課長。 

○種村正一子育て支援課長 今の段階ではそのよ

うな対応が可能かなというふうに捉えておりま

す。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 質問通告から若干外れる

かもしれませんが、申しわけないですけども、

市長も前にＰＴＡの会長をされていた時代には、

学校給食共同調理場の運営委員会のメンバーで

もいらっしゃったし、その当時から私もいろい

ろ一緒の席で話をしてる中で、やっぱり学校給

食というのはどんどん効率化、人件費もいろい

ろ関係あって、財政のこともあって、共同調理

方式っていうのは本当に進みましたですよね。

今考えてみますと、今の方々はもう１回自校給

食がいいんだというふうにおっしゃってる方が

本当にふえてきました。この自校給食のよさっ

ていうのは、当然、本当に旬のものを、先ほど

市長もおっしゃいました、地産地消の推進の上

でも子供たちに地元のものを食べさせるという

地域の大人たちの思いに立った上でも、自校給

食は便利だし、しかもあったかいものを目の前

でということもあるし、そういったことをもし

実現できれば、この児童センターの給食提供と

いうのも本当に子供たちにとってはありがたい、

そして地域の愛が子供たちに伝わっていくとい

うふうなベースづくりになるんだろうという気

がします。 

 なかなか難しいのは十分承知の上です。赤間

議員は給食費を全額市でもってほしいというご

希望もされましたけど、私は究極は学校給食は

全て自校で、しかもそこからは将来的には老人

世帯の給食の配食ですか、食事を提供したりな

どということもできましょうし、災害時の炊き

出し施設にも当然なり得ると思いますんで、そ

ういった意味では、１カ所でまとめてしまって

リスク管理を考えますと、何か事故があったら

ば、それこそ3,000食全て問題が発生する要因

になってしまうわけですので、リスク分散させ

る意味でも小規模の調理施設というのを各地区

に持っていけたらいいなと思ってるんですが、

これ通告も何もしてませんけども、この思いに
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対して感想だけで結構ですんで一言お願いいた

します。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今回の児童センターの弁当の給食というのは、

児童センターに入所しようというお子さんが減

ってると、それをアンケートで調べましたとこ

ろ、保育園の機能を今の保護者は要望されてる

ようだと、したがって、延長保育、朝はできる

だけ早く、夜もある程度遅くまでと、なおかつ

給食ということが児童センターに入らない、そ

ういう原因だなということからまずは子供たち

の児童センターの給食をこういった形で実現し

たいということが第一でございます。 

 江口議員おっしゃいますように、私もＰＴＡ

のときに学校給食共同調理場運営委員会で、ぜ

ひ自校給食をこの際やりたいねと、新たに古い

学校給食共同調理場をつくるよりも何らかの形

でできないだろうかと。しかし、それぞれの小

学校に給食の設備をつくって、そしてなおかつ

市の正職員を配置してやるというのは、これな

かなか長井市の状況から難しいだろうし、将来

的にもこれはなかなか課題が残る方式なのかな

ということでお話ししたこと覚えております。 

 結論から申し上げますと、今後、そういった

ことも含めて、やっぱり自校給食に戻すってい

うのも、例えばもう幼稚園と保育園はそれぞれ

やってるわけですね。児童センターなんかもで

きないわけでないかもしれません。ただ、その

やり方については、全て直営でということでな

ければ可能であろうと。それが一番いいのは伊

佐沢の子供は伊佐沢でつくられた野菜とか果物、

あるいは平野のお子さんは平野のやっぱり食材

っていうのが一番いいわけです、同じ長井市内

でもね。ですから、そういったことも含めて、

あと給食の補助も含めて、あり方についてはこ

れこそじっくり検討して、２年、３年かけて今

後の方向性を決めていくべき課題だと思います。

以上です。 

○蒲生光男議長 ３番、江口忠博議員。 

○３番 江口忠博議員 大分時間もなくなってき

ましたんで、そろそろ終わらなければいけない

んですが、ありがとうございました。ぜひ、第

５次の総合計画の立ち上げのときにはここまで

は盛り込めないのかもしれませんけども、第５

次の中でぜひこういった議論も進めてほしいと

思います。 

 先日、竹下和男先生という方の講演会があり

ました。「弁当の日」という講演会がありまし

た。子供たちの食事、食育、本当に一生懸命取

り組んでる地域がふえてまいりました。長井市

でもぜひ食育法の中に意味を受けて、ぜひ児童

センターの食事だから、結構つくるところが遠

いんですよね。せめてもっと近く市内の業者さ

んであるとかそういったところもこれからは毎

年毎年考えて検討していくようでありますので、

これから期待をして、なるべく近くの、知った

人が子供たちの食事を丁寧につくってくれれば

いいなと思っておりますので、これからもご検

討いただきたいと思います。 

 最後、教育委員会、若干ですけども、ぜひお

願いですが、さまざまな各課との連携した中で

もやっぱり教育というのはとっても大事で、子

供たち、先ほど教育委員長からもコミュニケー

ション力であるとかしつけであるとか、家庭教

育では大事なんだということもおっしゃってま

したけども、家庭の中の子供をしつける、教育

する環境というのは、親はみんなそれぞれ働い

てますし、労働環境、労働政策と一緒に教育と

うまくリンクしていかないといけませんので、

その辺、本当は市の職員が450人から290まで減

ってきたという現実があります。その中にあっ

て、教育委員会あたりでひとつまとめて、乳幼

児からずっと担当してもらえればいいのかなと

いうふうな気もしますが、その辺の感想だけで

も結構ですんで、教育委員長、いいですか。 
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○蒲生光男議長 加藤弘二教育委員長。 

○加藤弘二教育委員長 本当に、特に私は幼児期

からの心の教育って非常に大事です。これをや

っぱり各課と、本当にみんなで一緒になって育

てていかなければならないというふうに思って

おりますので、ちょっと古いんですが平成10年

に中央教育審議会から、幼児期からの心の教育

のあり方について答申が出されて、それ実際に

実践がまだまだ現場で弱いと思うんですね。そ

れをしっかり長井市教育委員会では取り組んで

まいりたいなというふうに思っております。 

○３番 江口忠博議員 終わります。ありがとう

ございました。 

○蒲生光男議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ３時０１分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○蒲生光男議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 

 

 小関秀一議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 市政一般に関する質問を続行い

たします。 

 順位５番、議席番号５番、小関秀一議員。 

  （５番 小関秀一議員登壇） 

○５番 小関秀一議員 一般質問５番目でありま

して、非常に雪もしんしんと降って、きのうも

爆弾低気圧ということで、非常に冬の訪れ心配

しておりますが、ご清聴お願い申し上げます。 

 経済のデフレのもとで総選挙真っただ中であ

ります。しかも先の見えぬ社会の不安で、最も

身近な我が自治体に、国民、市民の暮らしの安

全安心のためにさまざまな住民サービスが期待

されておりますので、それに沿って質問させて

いただきます。 

 第１点目、市民直売所、菜なポートが３年目

の実験事業を終わろうとしております。来年度

の予算時期に当たりまして、開設当時よりさま

ざまな課題、生産者、消費者の方々の協力によ

って利用高も大きく拡大し、地産地消も含めて

利用されておるわけでございますが、施設の運

営については、この際、検証が必要なことと思

います。 

 売り上げについては、平成22年当初、年間で

7,683万円ほどでありましたが、２年目、１億

を超し、24年度についてはまだ年度途中であり

ますので集計はわからないわけですが、現在

120％の伸びということで、このままですと１

億3,000万円ほどの売り上げになるのかなとい

うふうに想像されます。３年目を終えて、検証

をこれからしながら来年度からどういう形で直

売所を運営するのか、第１点目をお尋ねをした

いと思います。 

 高齢化率３割を迎えた当市において、福祉サ

ービスであります市営バスの運行については、

市民の足として重要な事業であります。特に暮

らしの中で高齢者が通院や買い物などに……。 

○蒲生光男議長 小関議員、地場産が抜けてます、

地場産。 

○５番 小関秀一議員 済みません。 

 もとへ、直売所の部分に加えます。 

 また、地場産業振興センターの一般財団法人

化に伴う直売所も含めての地場産品販売がどう

変わっていくのか、所管の課長にお尋ねを申し

上げます。 

 ２点目、高齢化率３割を迎えました当市にお

いて、福祉サービスであります市営バスの運行

は、特に高齢者の足として重要な事業でありま

す。特に、暮らしの中で、通院や買い物などに




